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発刊のあいさつ
理事長釜洞醇太郎’

嚢

　癌はいつなおるようになるだろうか。これは

世界中の誰れしも抱いている願いであり，また

不安でもある。それは残念ながらもう何年たっ

たらなおると断言できないからである。では全

く希望がないかというとそうではない。それに

ついて少し述べて見たい。

　癌は他の一般の病気と全くちがったところが

ある。殆んどの病気は，動物に同じ病気をつく

って見ることによって診断，治療から予防まで

の道が確立されたのである。伝染性の病気は特

にそうである。それ以外の病気でも発病原因が

単一であることが多い。これに反して癌はその

原因が無数である。おまけに，化学物質・放射線，

ウイルスとお互いに関係のない原因で同じよう

な癌が作れるものだから始末がわるい。それで

この60年間は癌を作ることに専念したけれど，

どうにもならぬ絶望感になやまされていたので

ある。もちろん治療面では，発癌の根本原因は

どうあろうと非常な進歩がなされておりメスの

とどく所では治療率は格段に上昇しているのは

事実である。しかし根本的治療となると話は別

である。

　現段階ではどういうことがわかったかという

とこれをたとえれば原子の構造の発見に似てい

るとおもう。殆んど総ての病気は細胞のレベル

またはそれ以上の組織のレベルでの研究で事が

済んだのである。結核しかり腎臓病しかり。と

ころが癌の場合は細胞の中に位する核の中の問

題であることがわかって来た。つまり生命の本

質である遺伝子一これは一定不変であるから人

間は人間，猿は猿，さくらはさくらと同じ形を

保っているのである。一この遺伝子に狂いを生

じたのが癌であるという証拠がぞくぞくとあが

って来た。その手がかりを与えたのはウイルス

である。ウイルスは丁度中性子のように細胞核

に衝撃を与え変ってはならない遺伝子に変化を

生ぜしめる。これは恐るべきことである。とに

かく今はこの中性子に当るウイルスがどのよう

にして細胞核を崩壊せしめるか，その後はどう

なるかという問題に集中せねばならない。そし

て純粋な学者の研究から原爆が生れ，水爆が生

れたが一方原子力の利用，将来のエネルギー源

の探求という好ましい方面に転回しようとして

いる。癌の問題が同じような方向に展開しはじ

めたのは当然である。アメリカではニクソンが

これに目をつけて，全米の科学者に1976年まで

に癌を片付けよと命令した。月世界の探求は純

科学的にも，軍事的にも所期の目的を達成した

と見切りをつけたのである。これは政治家の姿

勢としては立派だと思う。科学というものはそ

う簡一単なものではないが科学者を鼓舞するとい

う意味では有効な処置というべきであろう。

　我が大阪癌研究会は大阪大学を中心とした癌

の研究者，基礎，臨床の学者を長年にわたって

援助して来た。大阪には優秀な研究者が揃って

いる。今後ともこれらの学者が育つために当会

のバックアップを必要としている。これを支援

して下さる多くの評議員，賛助会員の皆様の絶

大なる御賛同を得て，私共は倍旧の努力を惜し

まないことを誓う次第である。そしてその成果

をこの「癌と人」に発表して行く所存でありま

す。どうぞよろしく。

＊大阪大学総長
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